
　10．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる コンビニ（販売促進担
当）

・来月のクリスマスケーキ、おせち関係の予約状況は前年よ
りも若干伸びがある。消費税増税前までは、ある程度買いだ
めするため、販売数量が伸びる。

ゴルフ場（従業員） ・正月から２月まで問い合わせが多く、昨年と比較し非常に
良い状態で予約が入ってきている。県外客や海外客からの問
い合わせも多く、如実に良くなっている。

やや良くなる 商店街（代表者） ・歳末商戦に少しは期待できる。消費税増税前の駆け込み需
要が３月まであるが、４月以降は落ち込む。

一般小売店［精肉］
（店員）

・これから年末商戦に向けて、通常よりも高額な商品がよく
売れる。

百貨店（売場担当） ・先月は台風で全体的に悪かったが、これから２、３か月、
前年割れはおそらくないと判断している。３月まで消費税増
税前の駆け込み需要がある。マイナス要因はほとんど考えら
れないので順調に推移する。客単価は若干前年割れしている
が、衣料品が伸びると予想されるので懸念材料ではない。食
料品の客単価は前年を上回っている。入店客数は、前年比ほ
ぼ100％で推移している。

百貨店（営業統括） ・増税前の歳末繁忙期になり、購買増加が期待できる。特
に、昨年は衆議院選挙等でギフトを含めた購買額減少が見受
けられたが、本年はその反動も期待できる。

百貨店（営業政策担
当）

・季節的な行事に対する顧客の関心や消費マインドは確実に
高まっている。ただし、当月も九州エリア百貨店の平均で
は、昨年実績を上回れるかギリギリの状況である。商業施設
ごとに差はあるが、全体として徐々に良くなる程度の景況と
なる。

百貨店（店舗事業計画
部）

・年度末までは消費税増税前の駆け込み需要が期待できるた
め、普段は目立たない商品まで売上が伸びる可能性がある。

スーパー（店長） ・価格競争による厳しさは相変わらずだが、幾分財布のひも
が緩んでいる感がある。

スーパー（店長） ・消費税増税前の需要で、耐久消費財及び実需商品が一時的
に売れて上向きになると考える。

スーパー（総務担当） ・消費税増税前の駆け込み需要で、耐久消費財を中心に購買
が増える。

スーパー（統括者） ・株価が上昇していることから、ムードは良くなっている。
衣料品専門店（総務担
当）

・消費税増税を控え、もしかすると２、３月になると駆け込
み需要が出て、一時的に景気が好転すると考える。

家電量販店（店員） ・消費税増税を前に客の購入決定率が上がり、駆け込み需要
に期待できる。ただし、テレビや冷蔵庫、エアコン等の核と
なる商品についてはそこまで大きく変わることはない。

家電量販店（店員） ・消費税増税前の駆け込み需要が始まったようである。大型
商品を買おうという動きが出てきたので、今後も少しずつ良
くなる。

家電量販店（総務担
当）

・全国的にはテレビ需要が少しずつ回復しているので、消費
税増税を前に、年末の駆け込み需要を期待している。

家電量販店（広報・IR
担当）

・消費税増税前の駆け込み需要が多少なりとも発生する。

家電量販店（従業員） ・寒くなり暖房器具が売れ出す。
乗用車販売店（従業
員）

・消費税増税を控え客の動きも活発になる。

乗用車販売店（総務担
当）

・消費税増税前の駆け込み需要と年末に発表される新型車の
効果で新車販売は活気付く。

自動車備品販売店（従
業員）

・消費税増税前の駆け込み需要がある。

その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・年末にかけてお歳暮時期になるので売上は若干増えつつあ
る。特に12月は１年で一番コーヒーが出る季節になる。ま
た、正月の年賀あたりの進物がよく出るので売上増加にな
る。

その他専門店［書籍］
（地区支配人）

・消費税増税前の駆け込み需要は必ずあり、少なからず恩恵
を受ける。

その他小売［ショッピ
ングセンター］（広報
担当）

・消費税増税前の駆け込み需要で、家電製品、家具、自転
車、高額衣料品など耐久消費財の販売が伸びる。その後、年
明けから増税直前にかけては消耗品などのまとめ買いなど駆
け込み購入が期待できる。

都市型ホテル（副支配
人）

・国内のインターネット予約の伸びが随分悪い。一方、東南
アジアからのインバウンド予約が増え、中国の客も戻ってき
た。

家計
動向
関連

(九州)



旅行代理店（従業員） ・年末年始の旅行が好調なせいか、前後の12、１月の出発が
不調である。年始の休みが長いこともあり、海外は例年にな
く１月出発が多い。

タクシー運転手 ・消費税増税前までは好調を維持できそうな雰囲気である。
タクシー運転手 ・冬のボーナスが良くなるようなので、それが消費に回って

くるとタクシー業界もいくらか良くなる。
通信会社（販売部） ・例年の状況から、年末年始の帰省に合わせて携帯電話購入

の需要が高まると考えられる。
通信会社（総務局） ・３月の入退去時期は需要増加が見込まれる。また冬のボー

ナス支給額アップがポイントになる。
美容室（経営者） ・消費税増税前の駆け込み需要は増えそうだ。顧客からは、

地方の景気は悪くなるとの声をよく聞く。チラシを配布して
いるが効果はあまりない。

美容室（経営者） ・年末年始は景気が回復する要素はたくさんある。しかし、
政治は政治家だけの社会になっており、国民不在のような景
気対策になっている。もう少し最終消費者を動かすような努
力をしてほしい。

住宅販売会社（代表） ・消費税増税の影響もあるが、９月末までの契約でまだス
トックがあり２、３か月先は読めている状況である。それ以
降、先が見えない会社もある中で、弊社は半年先まで仕事が
詰まっている状況である。

変わらない 商店街（代表者） ・季節商材を扱うため、販売量は今の時期に比べれば減る。
余裕のある客とそうでない客との差がはっきりしてきたよう
だ。

商店街（代表者） ・収入の増加なしに税負担の増加では、景気が上向きになる
要因は見当たらない。

一般小売店［青果］
（店長）

・通常は連休前に相場が上がるが、県内だけでなく県外需要
もかなり厳しく上がらない。

一般小売店［鮮魚］
（店員）

・例年のごとく正月明けは売れない。年明けに同業者がまた
廃業する。

百貨店（営業担当） ・店外ホテル催事や物産催事、クレジット無金利催事等の消
費税増税前の駆け込み需要を狙った商材や、お得感のある催
事での集客、購買は増加する。反面、主力の紳士・婦人衣料
は寒波が到来しても苦戦している。クレジットで購入し現金
や友の会お買物券保持の傾向が続いている。

百貨店（業務担当） ・年末にかけて買い控えの回復は期待できない。機を逸した
商機をばん回することは難しい。

百貨店（企画） ・ファッション関連商品は上向きにならず不振が続く。
スーパー（経営者） ・消費税増税など税金が上がり実質手取りが減るため、客の

買い控えがあるようだ。
スーパー（店長） ・食品中心のスーパー業界では、消費税増税前の駆け込み需

要はあまり期待できない。増税後の景気が悪化することが心
配される。

スーパー（店長） ・年末に向けて買上量の増加はない。客単価も上がらず、商
品単価も年々下がっている。

スーパー（店長） ・だんだん寒くなってきたので、衣料品の売上が伸びてく
る。しかし、食品表示問題が相次いだ影響で、年末におせち
商品が売れるか心配だ。全体的には前年並みと予測している
が、今年は少し景気が良くなっているのでボーナスサンデー
にギフトが売れる。

スーパー（業務担当） ・客単価、客数ともに大きな変化がなく、月が替わっても売
上増減にかかわるような商品動向の与件も見当たらない。客
の消費トレンドは季節商材でのみ若干の上昇がみられるが、
年間定番品は全体的に横ばいである。

コンビニ（経営者） ・客の購買行動からは、景気の回復は実感できない。売上高
全体についてもそのような傾向はみられない。

衣料品専門店（店長） ・客の財布のひもは固く、消費税増税前の駆け込み需要のか
けらもない。

衣料品専門店（店員） ・ボーナス増額で購入客が増えるのを期待しているが、現在
のところ、客との会話で給料に関して期待できそうな話題は
出てきていない。

衣料品専門店（取締
役）

・１月は消費税増税前の冬物セールになるので、売上増加に
期待しているが、必要なもの以外への出費はしない傾向にあ
るので、例年に比べ特別に大きな売上となるとは思わない。

乗用車販売店（代表） ・私たちの業界では、景気が良くなる様な要因が見当たらな
い。

住関連専門店（経営
者）

・ボーナスの話題があがるが、地方では増加する話は聞かな
い。円安の影響で輸入関係資材の価格が高騰して厳しい状況
である。消費税増税前の駆け込み需要に期待はしているが、
増税後は心配である。



その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・顧客の様子では、冬の賞与支給の見込みは昨年並みか昨年
よりやや厳しいとの見込みである。12月から１月にかけての
連休では、燃料油及び高額洗車等の消費に期待したい。

その他専門店［書籍］
（代表）

・書籍販売において、消費税増税前の駆け込み需要の影響は
あまりない。

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・消費税増税に対する意識が一段と高まる。

その他小売の動向を把
握できる者［土産卸
売］（従業員）

・７月以降、前年比５％程度の売上増が続いているが、あく
までも７月以前の売上が低かったためであり、現在景気が良
くなったという実感は弱い。

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・年末の賞与支給の増額で消費が伸びることも考えられる
が、消費税増税を鑑み、消費より貯蓄にまわるケースが多
い。

高級レストラン（支配
人）

・先の予約が埋らない。

都市型ホテル（販売担
当）

・消費税増税を控えた価格競争が始まりそうなので、１～３
月の間はどうなるか分からない。

都市型ホテル（総支配
人）

・繰り越し分の売上予測が大きく変動しないため、景気は良
くならない。

タクシー運転手 ・様々な会合があるようだが、思ったよりタクシー利用は少
ない。

タクシー運転手 ・客の予約状況は大変良いが、今年は忘年会の話題をあまり
聞かない。忘年会をしないと言う客もなかにはいる。

通信会社（業務担当） ・12月は年末商戦で前月よりは盛り上がるが、新商品もイン
パクトに欠け販売台数は期待通り伸びないと予想される。

ゴルフ場（支配人） ・広く末端まで、景気が良くなったと実感できるようになっ
てほしいが、消費税増税等不安材料が多い。

競輪場（職員） ・景気は持ち直しているが、顧客の購買意欲につながるまで
にはまだ時間を要する。

理容室（経営者） ・12月は少しは良いが、１、２月は休みが長く暇になると予
測されるため、変わらないか少し悪くなる。

美容室（店長） ・客は、旅行前や結婚式に利用する程度で、利用回数はそん
なに多くなっていない。

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・消費税増税に加え、診療報酬改定に伴う負担増が想定さ
れ、今後も利用増加があまり見込めない状況である。

設計事務所（所長） ・今月、申し込みと折衝状況があまり変わらなかったので、
結果が出る３か月後もあまり変わらない。

住宅販売会社（従業
員）

・マンション関係の問い合わせは、前月、前々月から横ばい
である。消費税増税前の駆け込み需要があるかと思われた
が、増税後の優遇措置もあるため様子見の客もあり、思った
より売れ行きが伸びなかった。

住宅販売会社（従業
員）

・住宅の建築需要層は、９月までの契約である程度刈り取っ
た感がある。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・大手企業のボーナスと賃上げについての報道がみられる
が、地方都市は無縁である。街中商店街への来街者は高齢化
が進み、客単価も低下の一途である。消費額の大きい若者や
家族連れは郊外の大型店に集中する。

商店街（代表者） ・年末に比べて、１、２月は商品や印刷などのサービス業は
動かない。３月から消費税増税対策が増える。

一般小売店［茶］（販
売・事務）

・お歳暮時期に入るが年々減少しているため期待できない。
相変わらず必要な量だけ購入する傾向は続いている。消費税
増税による駆け込み需要もない商品であり、反対に仕入値が
上がるためますますきつくなる。

百貨店（総務担当） ・消費税増税前の駆け込み需要は見込めるものの、増税後は
冷え込むため、トータルで考えると厳しい予測とならざるを
得ない。

百貨店（営業担当） ・３月までは消費税増税前の駆け込み需要があるが、４月以
降は最低20％以上の売れ行きの落ち込みを予想している。

百貨店（販売促進担
当）

・初売商戦も年々厳しくなってきており、クリアランス等が
12月に前倒しされさらに厳しくなってきている。

スーパー（総務担当） ・円安の影響で、輸入品の価格が下がらず、販売価格を押さ
えることが厳しい。客の購買選択決定は良品廉売基軸に大き
く依拠しており、価格維持ができない場合は、販売量に影響
する懸念がある。他方、高級品の動きは以前と変わらず、消
費税増税前の価格維持がポイントと考える。



コンビニ（店長） ・今がピークで、これから年度末に向けて世界経済も、日本
経済も沈滞していく。いくつかの経済指標も予測を下回り始
めている。

コンビニ（エリア担
当・店長）

・消費税増税間際になると若干売上が伸びるが、今のところ
まだ客数ともに伸びていない。

高級レストラン（専
務）

・消費税増税後は、食事などは支出抑制対象になっているよ
うで不安要素である。

一般レストラン（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要で大きい物の購買が加速して
くると、外食が真っ先に控える対象となり不利である。

観光ホテル（総務） ・３か月収入予測より、やや悪くなる。
観光型ホテル（専務） ・消費税増税により消費者の動向に影響がある。
都市型ホテル（スタッ
フ）

・現在の好調な状況は年内までと考える。１月以降のホテル
全体の予約状況は、対前年85％程度の推移のなかで大きな変
化はみられない。

通信会社（企画担当） ・モバイルブロードバンドとのパイの奪い合いが更に激しく
なり、売上の低下が懸念される。

競馬場（職員） ・前年と比較し来客数が奮わない。
設計事務所（代表） ・消費税増税後は消費が落ち込む。

悪くなる 高級レストラン（経営
者）

・１、２月は暇な時期となる。12月は忘年会等の予約が入っ
てきているが週末金曜日に集中するため断る件数が多々あ
る。１月は、忘年会をやったので新年会はやらないというと
ころが多いため、厳しい。４月には消費税増税もあり、飲食
業界は本当に厳しい。

良くなる 家具製造業（従業員） ・オフィス家具メーカーは、今期の１～３月の需要期に昨年
の２割増しで在庫の積み増しをＯＥＭメーカーに要求してい
る。長いデフレ状態からやっと抜け出しつつあり、設備投資
や商業施設の計画も確実に増えている。しかし、需要増に対
して作業員や職人が集まらず人件費の高騰といったマイナス
面も増えている。

電気機械器具製造業
（経営者）

・半導体の製造関係が急激に増えており、大変驚いている。
この状態が３年は続くという話も出ており、今後の景気の方
向は良くなると確信を持っている。

やや良くなる 農林水産業（営業） ・年末の特需期に入るので良くなるが、外的要因でどうなる
かは分からない。

出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・消費税増税の駆け込み需要が見込まれる。

化学工業（総務担当） ・当社の賞与は若干アップすることが予想される。
金属製品製造業（事業
統括）

・同業各社とも受注は増加傾向だが、各社納期延期が続いて
いる状況である。

一般機械器具製造業
（経営者）

・消費税増税前の駆け込み需要が若干考えられる。

一般機械器具製造業
（経営者）

・客先との会話や商談会で、取引業者を探す話が多い。

電気機械器具製造業
（取締役）

・現在の人手不足は来年３月の年度末まで続く。

精密機械器具製造業
（従業員）

・生産計画では、３か月先まで増産になっているが、まだ変
動があるかもしれずわからない状態である。

その他製造業（産業廃
物処理業）

・受注量の増加が見込まれており、景気が良くなる傾向があ
ると判断する。しかし現状は、依然動きがなく今後に期待し
ている。

輸送業（従業員） ・消費税増税に向けて各メーカーとも生産を増加する傾向が
ある。各問屋はそれを分かっているため、早く仕入れようと
在庫の積み増しに動いている。客に聞く限り、消費税増税前
の駆け込み需要があると見込んでおり、増産体制をとってい
る。

輸送業（総務） ・来年の消費税増税に向け、更に荷物が増えると予測され
る。

通信業（経理担当） ・年末商戦とあわせて消費税増税前の駆け込み需要が活発に
なってくる。

金融業（従業員） ・海外の景気先行きを不安視する先がみられる一方、円安に
より輸出関連企業では生産拡大を見込む先が増えている。ま
た、マンション等住宅建設が活発化してきているほか、公共
工事の発注が大幅に増加している。新規求人が増えるなど、
雇用面も改善傾向にある。

金融業（営業担当） ・消費税増税間近であり、全業種総じて駆け込み需要は期待
できる。

金融業（営業） ・アベノミクスによる設備投資増加や公共工事の増加に加
え、消費税増税前の駆け込み需要など、当面需要増は続くと
見込む。

企業
動向
関連

(九州)



新聞社（広告）（担当
者）

・広告は引き続き、通販、化粧品、旅行が中心になることが
予想される。年度内はテレビＣＭも好調との情報があり、新
聞広告への予算シフトも見込めるのではないかと期待してい
る。

経営コンサルタント
（社員）

・酒類の動きが活発となり、メーカーは設備投資を始めとす
る投資が増加しつつある。

経営コンサルタント
（代表取締役）

・３月までの間にやはり消費税増税前の駆け込み需要が発生
する。今よりは若干好転するが、おそらく一時的なもので、
４月以降は厳しくなる。

その他サービス業［設
計事務所］（代表取締
役）

・今年度末までは土木建築の仕事が出されることから、土
木、建築の設計事務所、工務店、ゼネコンでの好調が続くと
予想される。一方で、民間の住宅は消費税増税の経過措置が
９月で終了し、駆け込み需要はピークを過ぎたと予想され
る。しかし、今年度内の完成物件はまだ発注が続いている状
況にある。

その他サービス業［物
品リース］（支社長）

・自動車関連や建設業は好調で、請負企業の収益にも多少は
好影響がある。一方、円安でパン工場などは小麦や卵の値段
が上がり、価格改定を検討しているところもある。運送業者
や重油を多く利用している工場は燃料価格が下がらず、コス
トをカバーできずに苦戦しているなど、切実な話を聞く機会
が多い。エネルギーの効率利用が鍵になる。

変わらない 農林水産業（経営者） ・12月は年末特需があるが、１、２月はその反動から一時的
には消費が落ち込む。ただし、３、４月は消費がまた戻って
くる。畜産物に関しては、全体的に品薄感から供給過不足が
向こう半年間ぐらい続く。輸入物についても円安で産地国が
コスト的に厳しく、日本向け輸出は少なくなる。

農林水産業（従業者） ・畜産物はなかなか消費が伸びない。
食料品製造業（経営
者）

・業績は依然として低迷しており、客単価は以前よりやや上
昇したものの、客数が一向に増加する兆しがない。集客に資
する好材料は見当たらず、当分回復の兆しがみえない。

食料品製造業（経営
者）

・季節的には落ち着く時期であるが、新商品の導入予定もあ
り安定した販売が見込める。

繊維工業（営業担当） ・正月休みがあり、工場にとっては難しい時期である。しか
しながら、１月15日を過ぎてくれば、景気の良さが実感でき
る。

窯業・土石製品製造業
（経営者）

・原材料価格が高騰しており、特にガスがここ２、３か月
徐々に上がってきている。資材関係も値上げモードが漂って
おり、楽観視できない状態である。

鉄鋼業（経営者） ・販売量、受注量は大幅ではないが徐々に増加し、かつ継続
している。それに伴って生産量も増加している。問題は一斉
に物が動き出した影響で、出荷のためのトレーラーが集まり
にくく出荷したくてもできない。今後も続くようだと回復の
足かせとなることが懸念される。

輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・３か月先の内示数をみても大きな変動もなく安定してい
る。

建設業（従業員） ・マンションの外壁改修工事や分譲マンション等仕事量が増
えてきている。また、消費税増税前の駆け込み需要も少しず
つ目立ってきている。しかし、人手不足やリース品の品薄な
どで工期の遅れや受注できなくなる恐れが出始めているの
で、景気は停滞する。

金融業（得意先担当） ・災害復旧関連の工事の大幅な発注増に伴い、多くの工事を
受注していることもあり、この状況は年度いっぱい続くとみ
られる。当面は、現在の受注工事分で各企業とも潤うと考え
られる。しかし、建設業関連業種に限ったことであって、そ
の他の業種の企業についてはまだまだ厳しい状況が続く。

不動産業（従業員） ・ホテル部門の売上は横ばいで推移しており、今後もこの傾
向が続く。

広告代理店（従業員） ・円安、株高や日銀短観など指数は良くなっているようだ
が、販促費、広告費の増額は折込業界までは届かない。消費
マインドは消費税増税前の駆け込み需要に限定され、全体の
底上げにはなっていない。

広告代理店（従業員） ・売上は前年比100％を超える気配がない。
経営コンサルタント ・現在の契約を維持することが中心となっており新規に事業

に取り組む気持ちがなかなかみえないのが現状である。
経営コンサルタント
（代表取締役）

・取引先の様子、自社の問い合わせ状況にほとんど変化がな
く、今後２、３か月で非常に良くなる、あるいは悪くなる材
料は見当たらない。

やや悪くなる 建設業（社員） ・平成26年度公共工事予算は減額するとの情報が出ているよ
うだ。補正予算やゼロ国債等で繰り越し工事が早期に発注さ
れれば、景気が良いと判断するが、今の手持ち工事だけでは
不安は払しょくできない。



輸送業（総務担当） ・秋口になって徐々に荷動きが悪くなってきている。昨年に
比べるとギフト製品は受注量が２割減少し、良くない。

通信業（職員） ・補助金が給付される省エネサービスの工事が年内に完了す
るため、新たな商品、サービスの開拓をしなければ受注量が
大幅に下がる。

不動産業 ・敷金、礼金、家賃等低い金額設定にしているが問い合わせ
がない。資金不足で移転できない、あるいは新たに開業、起
業も出来ないという状況である。

悪くなる － －
良くなる 人材派遣会社（社員） ・求人に対して労働者が不足している。求人を出しても反応

が悪く、まだまだ人手が必要な状況だ。
やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・雇用を確保するためには賃金を上げるのが一番である。企

業の体力に余裕が出てきた分、循環及び還元ができ始めてい
る。今後、雇用の確保が必要な業界では、より一層賃金の引
き上げが進むと考えられる。

人材派遣会社（社員） ・期末に向けて、求人数が増加傾向にある。
人材派遣会社（営業） ・景気の回復は、今のところ東京を始めとした大都市圏のみ

だが、確実に地方へも波及し人材のニーズも高まりつつあ
る。ただし、大都市圏のような伸びではない。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・消費税増税前の駆け込み需要もあり、不動産、建築関係な
どを筆頭に求人が顕在化している。また、どの業界も人手不
足に悩んでいる。昨年の九州北部豪雨の復興需要もあり、仕
事が増えており順調に推移している。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・年度末までは消費税増税前の駆け込み需要も見込めるた
め、企業の求人数は引き続き高い伸びとなりそうだ。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・自動車やロボット産業など製造業の多い北九州地区では、
アベノミクス効果や消費税増税前の駆け込み需要で景気は良
くなる。ただし、まだ業種、業界に偏りがあるようで、春先
に向け求人の需要も期待できる。

職業安定所（職員） ・しばらくは、消費税増税前の駆け込み需要が拡大するが、
現実的には賃上げまで結び付いていないので、そう多くは望
めない。

職業安定所（職員） ・新規求職者は減少傾向にあり、新規求人は増加傾向にあ
る。月間有効求人倍率は今後も若干なりとも上昇傾向とな
る。

職業安定所（職員） ・10月の新規求人は、前年同月比で8.2％増加、建設業、製
造業は８か月連続２けた増加しており、今後も求人の増加が
望める。

職業安定所（職業相
談）

・円高により業況が回復したものの雇用の拡大までには至っ
ていなかった輸出型製造業からの求人が回復しつつある。ま
た、消費税増税前の駆け込み需要に対する求人増も見込まれ
る。

変わらない 新聞社［求人広告］
（担当者）

・消費税増税が控えており、景気好転の材料が見当たらな
い。

民間職業紹介機関（支
店長）

・人材需要は横ばいから増加傾向だが、顧客が派遣労働者採
用よりも直接雇用するケースが目立つ。

学校［大学］（就職支
援業務）

・2014年卒業生のための求人は現在も届いているが、それだ
けで将来の景気について判断することは困難と考える。

やや悪くなる － －
悪くなる － －

雇用
関連

(九州)


